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山
田
辰
雄
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

山
田
辰
雄
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

山
田
辰
雄
氏
提
出
に
か
か
る
学
位
請
求
論
文

の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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「
中
国
国
民
党
左
派
の
研
究
」

　
中
国
国
民
党
史
概
説

　
党
の
再
起
と
国
共
合
作
の
時
期

　
国
家
建
設
と
蒋
介
石
独
裁
形
成
の
時
期

　
抗
日
戦
争
の
時
期

　
国
共
内
戦
の
時
期

　
中
国
国
民
党
史
研
究
の
意
義

第
一
次
国
共
合
作
形
成
過
程
に
お
け
る
孫
文
思
想
の
変
化
と
展
開

ー
一
九
一
九
～
一
九
二
五
年
ー

　
問
題
の
所
在

　
五
・
四
運
動
前
夜
の
孫
文
思
想

　
五
・
四
運
動
前
夜
の
孫
文
思
想

　
五
・
四
運
動
以
前
の
孫
文
と
ソ
連
と
の
関
係

　
孫
文
思
想
の
変
化
過
程

　
五
・
四
運
動
を
契
機
と
す
る
孫
文
思
想
の
転
換
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四
節
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五
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三
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一
三
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陳
燗
明
の
叛
乱
と
国
共
合
作
の
進
展

　孫

文
思
想
の
展
開
過
程

中
国
国
民
党
第
一
回
全
国
代
表
大
会
－
連
ソ
・
容
共
の
実
体

　
化

　
「
中
国
国
民
党
一
全
大
会
宣
言
」
と
『
三
民
主
義
』
講
演

　
商
団
事
件
と
北
伐
・
北
上
・
訪
日

　
結
　
　
語

書
評
　
藤
井
昇
三
著
『
孫
文
の
研
究
i
と
く
に
民
族
主
義
理

論
の
発
展
を
中
心
と
し
て
ー
－
』

孫
文
指
導
下
の
注
精
衛
の
役
割
ー
一
九
二
四
～
一
九
二
五
年

　
第
一
節
問
題
の
所
在

　
第
二
節
　
孫
文
指
導
体
制
の
構
造

　
第
三
節
　
孫
文
指
導
下
に
お
け
る
注
精
衛
の
政
治
活
動

　
第
四
節
　
注
精
衛
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
的
立
場

第
五
節
結
　
　
　
語

第
四
章
中
国
国
民
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第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
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涯
精
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蒋
介
石
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一
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二
五
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九
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六
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第第第第第
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第
一
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民
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応
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衛
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論
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㊧
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民
国
約
法
草
案
と
中
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第
六
節
結
　
　
　
語

第
七
章
結
　
　
　
論

第
八
章
最
近
の
日
本
に
お
け
る
中
国
現
代
政
治
史
の
研
究
に
つ
い
て

　
第
一
節
　
は
じ
め
に

　
第
二
節
辛
亥
革
命

　
第
三
節
軍
閥
混
戦
と
五
・
四
運
動

　
第
四
節
中
国
共
産
党
史
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国
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孫
文
研
究

　
　
　
⇔
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再
起
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第
一
次
国
共
合
作
の
時
期
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介
石
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第
六
節
大
衆
運
動

第
七
節
　
お
わ
り
に

中
国
現
代
政
治
史
の
研
究
に
お
い
て
、
中
国
国
民
党
の
研
究
が
極
め
て
重
要

な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
中
国
現
代
政
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〇
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辰
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学
位
請
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論
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審
査
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治
史
の
研
究
に
お
い
て
は
、
世
界
的
に
見
て
こ
れ
ま
で
中
国
共
産
党
史
の
研
究

に
重
点
が
お
か
れ
、
一
九
二
八
年
北
伐
の
成
功
か
ら
一
九
四
九
年
中
華
人
民
共

和
国
の
成
立
ま
で
、
事
実
上
中
国
の
支
配
政
党
で
あ
つ
た
中
国
国
民
党
の
研
究

が
比
較
的
軽
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
は
あ
つ
た
に
せ
よ
、

中
国
現
代
政
治
史
の
研
究
に
多
く
の
未
知
の
分
野
を
残
し
て
ぎ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
、
そ
の
意
味
で
中
国
国
民
党
そ
の
も
の
の
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国

現
代
政
治
史
を
あ
や
な
し
て
き
た
中
国
国
民
党
と
中
国
共
産
党
と
の
関
係
に
つ

い
て
の
諸
問
題
も
、
今
後
十
分
に
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
究
課
題
で

あ
ろ
う
。

　
中
国
国
民
党
左
派
と
は
孫
文
の
思
想
転
換
の
過
程
で
形
成
さ
れ
、
そ
の
転
換

を
積
極
的
に
支
え
て
き
た
集
団
を
指
し
、
蒋
介
石
と
対
抗
し
て
中
国
国
民
党
史

を
形
成
す
る
重
要
な
役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
す

る
本
格
的
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
と
い
つ
て
差
支
え
な
い
。
山
田
辰

雄
氏
の
「
中
国
国
民
党
左
派
の
研
究
」
は
、
こ
の
未
開
拓
の
分
野
に
鋭
い
メ
ス

を
入
れ
、
基
礎
的
資
料
に
加
え
て
多
く
の
新
資
料
を
綿
密
に
検
討
し
、
随
所
に

山
田
氏
独
自
の
新
L
い
解
釈
を
提
供
し
て
中
国
国
民
党
史
研
究
の
発
展
に
貢
献

し
た
貴
重
な
労
作
で
あ
つ
て
、
本
論
文
の
価
値
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
本
論
文
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
全
体
で
八
章
か
ら
成
り
立
つ
て
い
る
が
、
こ

の
う
ち
論
文
の
本
体
を
な
す
も
の
は
第
一
章
か
ら
第
七
章
ま
で
で
あ
る
、

　
第
一
章
は
、
中
国
国
民
党
の
運
動
の
発
展
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
政
策
、
党
内

権
力
の
所
在
と
大
衆
的
基
盤
な
ど
を
中
心
に
、
中
国
国
民
党
史
を
簡
潔
に
ま
と

め
た
う
え
、
著
者
の
国
民
党
史
研
究
に
対
す
る
問
題
意
識
を
明
ら
か
に
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
（
コ
壬
一
四
）

の
で
あ
る
、
著
者
は
国
民
党
史
研
究
の
意
義
が
、
と
く
に
e
中
国
現
代
政
治
史

研
究
の
欠
落
部
分
を
補
い
、
か
つ
国
共
両
党
の
背
景
に
あ
る
共
通
の
要
素
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
、
⇔
国
共
両
党
の
対
立
面
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
近
代

中
国
共
通
の
課
題
に
対
す
る
国
共
両
党
の
対
応
の
相
違
を
理
解
す
る
こ
と
、
㊧

国
民
党
左
派
の
研
究
は
蒋
介
石
の
国
民
党
と
中
共
と
の
関
連
を
解
明
す
る
こ
と

に
役
立
つ
こ
と
、
㊨
国
民
党
史
の
研
究
は
孫
文
研
究
に
新
し
い
視
角
を
提
供
す

る
こ
と
、
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
う
い
つ
た
問
題
意
識
に
立
つ
て
第

二
章
以
下
の
分
析
に
あ
た
つ
て
い
る
。

　
第
二
章
は
、
第
一
次
国
共
合
作
の
重
要
な
前
提
と
な
つ
た
、
一
九
一
九
年
か

ら
一
九
二
五
年
ま
で
の
晩
年
の
孫
文
の
思
想
的
変
化
を
と
り
扱
つ
て
い
る
。
国

民
党
左
派
の
出
発
点
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
お
け

る
孫
文
の
三
民
主
義
解
釈
の
変
化
の
契
機
と
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

国
民
党
左
派
研
究
に
と
つ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
本
章
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
従
来
、
比
較
的
不
明
確
で
あ
つ
た
孫
文
思
想
と
新
文
化
運
動
と
の
関
係
を

詳
細
に
分
析
し
孫
文
の
思
想
転
換
の
時
期
を
五
・
四
運
動
を
中
心
と
し
た
一
九

一
八
年
～
一
九
年
に
求
め
る
従
来
の
有
力
説
に
対
し
て
、
「
大
衆
を
基
礎
と
し

た
反
帝
国
主
義
、
反
軍
閥
的
三
民
主
義
」
へ
の
転
換
は
一
九
二
二
年
後
半
で
あ

り
、
同
年
六
月
の
陳
畑
明
反
乱
が
重
要
な
契
機
に
な
つ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
ま
た
著
者
は
、
革
命
的
三
民
主
義
の
原
型
を
一

九
二
四
年
の
中
国
国
民
党
一
全
大
会
宣
言
、
あ
る
い
は
「
三
民
主
義
講
演
」
の

な
か
に
求
め
る
通
説
に
対
し
て
、
こ
の
二
つ
の
文
書
の
間
に
は
革
命
運
動
の
大

衆
的
基
盤
の
問
題
を
め
ぐ
つ
て
、
基
調
の
相
違
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
孫
文
思
想
が
民
生
主
義
に
お
け
る
労
働
者
農
民
の
位
置
づ



け
、
国
家
の
統
合
過
程
に
お
け
る
党
・
政
府
の
指
導
性
と
大
衆
の
政
治
参
加
お

よ
び
民
主
主
義
と
の
関
係
、
と
い
う
点
に
お
い
て
未
完
成
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

が
後
の
国
民
党
の
歴
史
的
発
展
に
様
々
な
分
派
を
つ
く
り
だ
し
、
事
態
を
複
雑

化
し
た
大
き
な
原
因
と
な
つ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
山
田
氏
に
よ
る

こ
れ
ら
の
新
し
い
指
摘
と
解
釈
は
、
綿
密
な
考
証
に
よ
つ
て
裏
付
け
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
国
民
党
史
研
究
に
つ
い
て
貴
重
な
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
第
三
章
は
、
こ
の
よ
う
な
孫
文
思
想
の
転
換
に
基
づ
い
て
実
現
さ
れ
た
第
一

次
国
共
合
作
時
期
に
お
い
て
、
左
派
の
最
も
重
要
な
指
導
者
で
あ
る
注
精
衛

が
、
孫
文
の
指
導
の
下
に
い
か
な
る
役
割
を
果
し
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。
従

来
、
孫
文
の
思
想
的
転
換
に
あ
た
つ
て
国
民
党
左
派
が
重
要
な
役
割
を
果
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
実
証
す
る
具
体
的
研
究
は
存
在
し
て
い
な
か
つ

た
。
こ
の
意
味
で
本
章
は
、
注
精
衛
の
存
在
に
注
目
し
、
か
れ
が
北
方
軍
閥
と

の
交
渉
、
連
ソ
容
共
政
策
の
推
進
に
い
か
な
る
役
割
を
果
し
、
い
か
な
る
思
想

を
孫
文
と
共
有
し
て
い
た
か
を
解
明
し
た
本
格
的
業
績
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
章

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
孫
文
の
指
導
体
制
が
、
一
つ
に
は
客
軍
と
黄
埴

学
生
軍
か
ら
な
る
軍
隊
と
、
い
ま
一
つ
に
は
中
共
の
指
導
す
る
労
農
緯
織
に
よ

つ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
勢
力
に
対
す
る
対
応
の
あ
り
方
の
な
か

に
こ
そ
国
民
党
左
派
の
問
題
点
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　
第
四
章
は
、
一
九
二
六
年
一
月
の
国
民
党
二
全
大
会
前
後
に
お
け
る
注
精
衛

と
蒋
介
石
と
の
立
場
を
、
そ
の
組
織
的
基
盤
、
行
動
様
式
、
政
治
路
線
の
視
角

か
ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
結
論
は
、
注
精
衛
が
党
組
織
を
基
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盤
と
し
て
、
蒋
介
石
の
軍
隊
と
中
共
指
導
下
の
大
衆
を
操
縦
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
革
命
運
動
を
統
合
し
よ
う
と
し
た
「
統
合
者
」
的
立
場
に
立
つ
て
い
た
の
に

対
し
、
蒋
介
石
は
軍
事
力
を
基
礎
と
し
て
中
共
と
対
決
し
、
大
衆
を
自
己
の
軍

隊
の
保
護
の
対
象
と
考
え
た
、
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ぽ
、

中
共
が
大
衆
運
動
の
「
組
織
者
」
で
あ
り
、
蒋
介
石
が
「
保
護
者
」
で
あ
つ
た

の
に
対
し
、
注
精
衛
は
「
統
合
者
」
の
立
場
に
立
つ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
反
帝
国
主
義
に
お
け
る
大
衆
の
政
治
参

加
、
大
衆
を
掌
握
す
る
中
共
と
の
関
係
、
世
界
的
規
模
に
お
け
る
反
帝
国
主
義

的
統
一
戦
線
（
と
く
に
ソ
連
と
の
関
係
）
の
問
題
に
つ
い
て
、
蒋
涯
両
者
の
政
治

路
線
の
相
違
を
綿
密
に
検
討
し
、
孫
文
亡
き
後
の
国
民
党
内
に
お
け
る
政
治
的

発
展
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
蒋
介
石
と
注
精
衛
と
の
政
治
的
立
場
の
相

違
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
的
確
に
検
討
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
問
題
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
本
章
は
著
者
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
明
確
な
解
釈
を
提
供
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
こ
の
解
釈
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
国
民
党
内
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
特
徴
と
、
国
民
党
そ
の
も
の
の
動
向
を
理
解
す
る
重
要
な
鍵
を
提

供
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
五
章
は
、
一
九
二
七
年
一
月
に
成
立
し
た
武
漢
政
府
に
お
い
て
、
国
民
党

左
派
の
果
し
た
役
割
、
い
い
か
え
れ
ば
武
漢
政
府
に
お
け
る
国
民
党
左
派
の
政

権
が
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
急
速
に
崩
壊
し
た
か
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
著
者
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
民
党
の
政
治
が
党
・
軍
・
大
衆
組

織
と
い
う
三
つ
の
組
織
的
基
盤
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
の
前
提
に
立

ち
、
党
組
織
内
に
主
た
る
基
盤
を
も
つ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
国
民
党
左
派
の
脆

弱
な
立
場
を
実
証
的
に
究
明
し
て
い
る
。
ま
た
国
民
党
左
派
が
、
武
漢
政
府
末
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期
に
、
注
精
衛
に
代
表
さ
れ
る
国
民
革
命
論
と
郡
演
達
に
代
表
さ
れ
る
国
民
革

命
と
社
会
革
命
の
同
時
並
行
論
に
分
離
し
て
い
つ
た
理
論
構
造
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
武
漢
政
府
崩
壊
を
、
国
民
党
左
派
の
体
質
の
分
析
か
ら
ア
プ
冒
ー
チ

す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
学
界
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
と
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の

な
い
未
開
拓
な
分
野
で
あ
り
、
こ
れ
と
な
ら
ん
で
国
民
党
左
派
分
裂
の
理
論
的

構
造
の
究
明
も
、
同
様
な
意
味
で
極
め
て
注
目
に
価
す
る
も
の
で
あ
る
、

　
第
六
章
は
、
い
わ
ゆ
る
国
民
党
改
組
派
の
政
治
路
線
の
問
題
を
と
り
扱
つ
た

も
の
で
あ
る
、
い
う
ま
で
も
な
く
改
組
派
は
、
武
漢
政
府
時
代
の
国
民
党
左
派

分
子
を
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ
た
国
民
党
内
の
反
蒋
集
団
を
指
す
の
で
あ
る

が
、
著
者
は
こ
れ
を
国
共
分
裂
と
北
伐
の
完
成
、
国
罠
党
三
全
大
会
、
反
蒋
成

争
を
通
し
て
展
開
さ
れ
た
改
継
派
の
政
治
路
線
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討

し
、
O
政
治
的
に
は
反
共
反
蒋
介
石
の
中
間
的
立
場
を
と
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
に
は
一
方
で
中
共
に
対
抗
し
て
党
の
階
級
的
基
礎
を
労
働
者
・
農
民
・
小
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
連
合
に
求
め
、
他
方
蒋
介
石
の
独
裁
化
に
対
し
て
は
党
内
外

の
民
主
主
義
を
要
求
し
た
こ
と
、
⇔
国
家
の
統
合
過
程
で
蒋
介
石
の
中
央
集
権

的
独
裁
的
方
向
に
対
し
て
地
方
分
権
的
方
向
を
主
張
し
た
こ
と
、
㊧
既
成
の
政

治
勢
力
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
ら
の
影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
左

派
的
行
動
様
式
が
依
然
と
し
て
改
組
派
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
、
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　
本
章
の
よ
う
に
、
改
組
派
の
政
治
路
線
を
体
系
的
に
分
析
し
、
そ
れ
を
中
国

現
代
政
治
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か

つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
研
究
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
唯
一

の
も
の
で
あ
る
と
い
つ
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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第
七
章
で
著
者
は
、
以
上
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
国
民
党
左
派
の
研
究
が
孫
文

思
想
の
も
つ
様
々
な
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
、
孫
文
思
想
の
未
解
決
で
あ
つ
た

問
題
に
新
た
な
光
を
あ
て
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
中
国

革
命
が
蒋
介
石
の
国
民
党
と
中
国
共
産
党
に
分
極
化
し
て
い
く
な
か
で
、
中
間

的
立
場
を
と
る
国
民
党
左
派
の
立
場
は
、
広
い
意
味
で
の
第
三
勢
力
に
共
通
す

る
問
題
を
含
み
、
中
国
革
命
の
い
ま
一
つ
の
可
能
性
と
限
界
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
論
文
の
テ
ー
マ
そ
の

も
の
は
限
定
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
中
国
現
代
政
治
史
の
な
か
へ
の
大

き
な
広
が
り
を
も
つ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
資
料
に
つ
い
て
み
れ
ば
従
来
の
基
礎
的
資
料
の
ほ
か
に
、
た
と
え
ぽ
、

「
国
民
党
週
刊
」
、
「
中
国
国
民
党
週
刊
」
、
国
民
党
系
の
雑
誌
「
新
民
国
」
、
さ

ら
に
は
本
塾
図
書
館
に
埋
れ
て
い
た
武
漢
政
府
時
期
の
新
聞
の
切
り
抜
き
か
ら

な
る
「
燕
塵
社
資
料
」
（
全
三
巻
）
な
ど
新
資
料
を
発
見
し
て
利
用
す
る
な
ど
、

中
国
語
の
第
一
次
資
料
に
克
明
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
既
刊
の
研
究
論
文
、
未
公

刊
の
ア
メ
リ
カ
の
博
士
論
文
を
参
照
す
る
な
ど
手
が
た
い
手
法
を
用
い
て
い

る
9

　
し
か
し
、
本
論
文
に
も
若
千
の
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
著

老
は
第
五
章
を
除
け
ば
、
国
民
党
左
派
の
主
流
を
占
め
た
注
精
衛
を
中
心
と
す

る
集
団
を
主
と
し
て
と
り
扱
い
、
郡
演
達
・
宋
慶
齢
な
ど
の
極
左
派
と
い
わ
れ

る
人
々
を
十
分
に
と
り
上
げ
て
い
な
い
こ
と
、
左
派
の
い
ま
一
人
の
指
導
者
で

あ
る
彦
仲
憧
の
役
割
と
そ
の
比
較
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
国
民
党
左
派

が
改
組
派
と
な
り
、
さ
ら
に
抗
目
戦
争
に
お
い
て
南
京
政
府
樹
立
へ
と
進
ん
だ

そ
の
論
理
的
行
動
的
根
拠
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
，
ろ



う
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
今
後
の
研
究
に
よ
つ
て
十
分
究
明
さ
れ
う
る

も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
価
値
を
損
う
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
し
た
が
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
本
論
文
が
中
国
現
代
政
治
史
研
究
の
発
展
に

寄
与
す
る
価
値
あ
る
研
究
業
績
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
山
田
辰
雄
氏
に
法
学
博

士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
を
適
当
と
考
え
る
も
の
で
あ

る
。

　
な
お
、
本
論
文
中
の
第
八
章
は
「
最
近
の
日
本
に
お
け
る
中
国
現
代
政
治
史

研
究
」
の
状
況
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
山
田
氏
の
中
国
研
究
に
関
す
る
学

識
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
五
四
年
九
月
二
八
日
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